
氷見市立西條中学校３学年だより 

１月の生活目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   １１日（水）実力テスト⑥（社・国・理）                

   １２日（木）実力テスト⑥（英・数） 

   １４日（土）私立高校推薦入試・石川高専推薦入試 

   １５日（日）富山高専推薦入試 

   １８日（水）進学相談会（～１９日 希望者） 

   ２３日（月）実力テスト⑦（社・国・理） 

   ２４日（火）実力テスト⑦（英・数） 

 

 

２０２３．１．１１ No．１１ 

 

新たな気持ちで、 

目標に向かって努力しよう。 

・３学期の目標を決めて、意欲的に取り組もう。 

・しっかりと健康管理をしよう。 

 

の行事予定 

新年のスタートに当たって 

明けましておめでとうございます。ワールド・ベースボール・クラシック（ＷＢＣ）や世界水泳、世界陸上、

ラグビーワールドカップ等の国際的なスポーツイベントが数多く開催される２０２３年が始まりました。 

さて、３年生もいよいよ最後の学期を迎えました。３学期は、中学校生活の仕上げの学期であり、次なる人

生のステージへの挑戦の学期でもあります。生徒の皆さんには、一日一日を大切に過ごしてほしいと思います。 

この新年のスタートに当たって、皆さんはどのようなことが印象に残ったでしょうか。私は、１月２日、３

日に開催された第99回箱根駅伝を見ながら、史上５校目の「学生三大駅伝」三冠を果たし、３月末をもって駒

澤大学陸上競技部監督を退任することになった大八木弘明監督の言葉を思い出しました。大八木監督といえば、

同校陸上競技部の選手に対しての熱い檄で有名ですが、今回の退任表明後、次のような言葉を残しています。 

「選手たちには、しっかり成長して、社会に通用する人間になって出て行ってほしい。それをずっとやって

きている。ちょっと寂しいものはありますが、29年しっかりやってきたかなと思います。」 

このように、大八木監督自身がぶれない芯をもって指導に当たってきたからこそ、厳しい監督の言葉も、選

手たちにしっかり届いていたのではないかと思います。 

本校の３年生は、これから高校入試に向けてたいへん忙しい時期を迎えます。私たち教職員は、時には厳し

い言葉を使うかもしれません。しかし、その言葉の背景には「生徒たちに立派な高校生になってほしい」とい

う大八木監督と同様の思いがあります。３学年スタッフ一同、生徒たちの目標の実現に向けて、時には厳しく、

時には優しく、精一杯サポートしていきたいと考えています。保護者の皆様のご協力をよろしくお願いします。                                                           

１組担任 中山 隼人 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校内書初大会  教室で行い、集中して作品を仕上げていました。 

栄光の記録   校内書初大会 
金賞   ★I.M   T.S  ★I.I  ※★は県大会に出場 

 

銀賞    M.R   Y.M   K.K  Y.A 

H.U   K.H  

      

銅賞    H.H   M.Y   Y.A  O.R  

O.H   Y.M   I.R  S.S   

      T.N       

◎私立､国立高専推薦入試に備えて 

〈前日の過ごし方〉 

・日程表を確認して、当日の動きをイメージしておく。 

・交通手段やテスト終了後の待ち合わせ場所について保護者と再確認しておく。 

・家族揃ってゆっくりと食事をする。消化のよいものにする。 

・受験票や筆記用具等の持ち物を全部そろえ、早めに就寝する。 

・制服・名札等を確認する。傘・防寒具は華美でない物を用意する。 

〈当日の動き〉 

・朝、ゆとりをもって起き、早めに朝食を取り用便を済ませる。検温する。 

・テストの休み時間は落ち着いて過ごし、次のテストに備える。 

・何らかの事故や問題があった場合には、学校に必ず電話連絡する。（９１－１３１５） 

 

◎私立、高専推薦入試関連案内等について 

お子様を通じて、学校ごとの詳細な案内を届ける予定です。 

 熟読の上、時間に余裕をもって、出発できるようご協力をお願いします。 

 


